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今年度の福祉ポスター審査委員会で優秀賞を受賞された作品と児童のみなさん
を紹介します。

＼令和 4年度　福祉ポスター　優秀賞受賞者紹介／

　月野小学校 1年 上
かみさこ

迫 圭
け い ご

護 さん
＼どうぶつも⼈間も仲よし／

作品名：みんな なかま

　月野小学校 1年 前
ま え の

野 惺
せ い こ

子 さん
＼みんなが安⼼してくらせますように／

作品名：あさも よるも だいじょうぶ

＼みんなが安⼼してくらせますように／

　柳迫小学校 3年 高
たかよし

吉 伶
れ み

実 さん

「しんぱいする⼼」
「たすけ合う⼼」
「気づかう⼼」で
みんなに良い気持ちに
なってほしい。

作品名：思いやりの⼼
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今年度も、たくさんの作文、ポスターの応募をいただきありがとうございました。

今後も地域の福祉への関心を高め、参加の促進に取り組んでいきます。

　諏訪小学校 6年 大
おおさこ

迫　みお さん
 思いやりはやさしさからくるので、
＼  この作品名にしました。   ／

作品名：やさしさつなぐ思いやり

諏訪小学校 5年 九
つ く も

十九 笑
に こ

呼 さん

体の不⾃由な⼈、
お年より、⼦ども…
みんなが楽しくすごせる
社会になってほしいです。

作品名：みんな ハッピー

　檍小学校 5年

　　　脇
わきざこ

迫 皇
こ う た

太 さん

優しい⾏いが社会に広がって、
優しい社会になればいいなと
思ってかきました。

作品名：なれたらいいな こんな⼈

―　3　―



10 ⽉ 16 ⽇（⽇）に、多年にわたり地域福祉活動に功績のあった⽅々に対する曽於市社会福祉協議会会
⻑表彰と⻑寿クラブ活動に功績のあった⽅々に対する曽於市⻑寿クラブ連合会会⻑表彰を⾏う表彰式を
開催しました。受賞者を代表して、今園和美様が謝辞を述べられました。
福祉作⽂・ポスターの受賞者にも賞状を授与させていただき、福祉作⽂の発表や福祉ポスターの紹介を
させていただきました。
表彰を受けられた皆様おめでとうございます。被表彰者の⽅々をご紹介します。（敬称略）

社会福祉法人曽於市社会福祉協議会会長表彰

民生委員・児童委員　3名
⺠⽣委員・児童委員として、⻑年在職され、
功績があった⽅
 ⼭下 育男  ⽵下 利⽂   上川 ⼀幸

社会福祉施設の長・職員・相談員等　7名
社会福祉施設の⻑・職員・相談員等として、
⻑年在職され、功績があった⽅
 後久 哲也  藤﨑 律⼦   ⽴元 なぎさ
 橋本 たえ  ⽶森 みゆき  多持 美枝⼦
 市来 尚⼦

社会福祉団体等の役職員　8名
社会福祉団体等の役職員として、⻑年在職され、
功績があった⽅
 牧元 寳治  ⽩尾 義⼦   井⼝ ⽂夫
 宮路 茂雄  永岡 冴⼦   永吉 保⼦
 坂⼝ 翔吾  内瀬⼾ 葉⼦

地域篤行者　1名
地域の環境整備やサロン活動等を中⼼となって
取り組み、その活動が他の模範となる⽅
 ⽔流 耕⼀

在宅福祉アドバイザー　9名
在宅福祉アドバイザーとして、地域の⾒守りを⾏い、
その活動が他の模範となる⽅
 妹尾 サズエ  坪根 マリ⼦  今園 和美
 福留 マサ⼦  財部 洋⼦   今村 晴美
 枝元 凉⼦   海⽼原 洋⼦  川畑 優⼦

曽於市長寿クラブ連合会会長表彰

役職功労　5名
⻑年にわたり、役員として貢献された⽅
 髙⽥ サエ⼦   ⼤⽯ 明美  市吉 幸⼆
 佐々⽊ スキコ  上村 時盛
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生活福祉資金貸付制度のご案内生活福祉資金貸付制度のご案内
～あなたの暮らしをサポートする貸付制度～～あなたの暮らしをサポートする貸付制度～

貸付の対象となる世帯
はこちらです

貸付の資⾦の種類は
こちらです

所得の少ない世帯や⾼齢者世帯、障がいがある⼈が⽣活する世帯を経済的に⽀えると共に、
その在宅福祉及び社会参加の促進を⽬的とした福祉の貸付制度です。

低所得世帯
市町村⺠税が⾮課税・均等割課税世帯であり、世帯
の平均的な⽉収が下回っている世帯⼜は所得割課税
世帯であるが、⽣活の実態が⾮課税・均等割課税世
帯と同等と認められる世帯

障がい者世帯
⾝体障がい者⼿帳、療育⼿帳、精神障がい者保健福
祉⼿帳の交付を受けられている⽅、その他、現に障
害者総合⽀援法によるサービスを利⽤している等こ
れと同程度と認められる⽅が属する世帯

⾼齢者世帯
⽇常⽣活上介護を要する 65 歳以上の⾼齢者の属す
る世帯であり、市町村⺠税が⾮課税・均等割課税で
⽣活福祉資⾦貸付収⼊基準額よりも収⼊が下回って
いる世帯

その他
※資⾦の種類によって、対象となる世帯が異なります。
※⺟⼦・⽗⼦世帯と寡婦世帯は同様の貸付制度があ
ります。そちらの利⽤が優先されます。

ご相談・お申込み先は世帯が居住する地域の⺠⽣委
員や曽於市社会福祉協議会が窓⼝になっています。
曽於市社協 本所 ( 財部 ) ☎ 0986-72-0460
       末吉⽀所 ☎ 0986-76-2224
       ⼤隅⽀所 ☎ 099-482-3013
※介護福祉⼠修学資⾦貸付制度、保育⼠修学資⾦貸
付等事業については、⿅児島県社会福祉協議会の
ホームページ等でご確認ください。

特例貸付⾦の終了について
新型コロナウイルス感染症の影響を受け収
⼊の減少や失業等で⽣活資⾦にお悩みの世
帯を対象とした特例貸付⾦は、令和 4 年 9
⽉ 30 ⽇で受付を終了しました。

総合⽀援資⾦
・⽣活⽀援費
失業等により⽣活困窮となった世帯の就職活動・
⽣活に必要な費⽤
・住宅⼊居費
住宅の賃貸契約に必要な費⽤ (敷⾦・仲介⼿数料)
・⼀時⽣活再建費
⽣活再建に必要な⼀時的な費⽤

福祉資⾦
・福祉費
⽇常⽣活を送る上で⼀時的に必要な費⽤
(技能習得経費、住宅増改築経費、福祉⽤具購⼊経費など)
・緊急⼩⼝資⾦
緊急かつ⼀時的に⽣計の維持に必要な費⽤

教育⽀援資⾦
・教育⽀援費
⾼校、専修学校、⼤学等に就学するために必要な費⽤
(授業料、寮費・家賃、通学費⽤など)
・就学⽀度費
⾼校、専修学校、⼤学等の⼊学に際して必要な費⽤
(⼊学⾦、制服代、教科書代など)

不動産担保型⽣活資⾦
⾼齢者世帯の⽣活費 (現在居住しており、⼀定額以上の資
産評価のある不動産を担保に貸付契約を締結)
※要保護世帯向けは、保護の実施機関が資産の保有要件
を除き保護が必要と認める世帯が対象相談・申し込み先
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誰もがその⼈らしく暮らせる地域社会の実現を⽬指して

地域共⽣社会の実現を⽬指し、障がい者も地域の⼀員としてその⼈ら
しく暮らせる地域づくりを進めるため、地域の障がい者⽀援関係団体
のつながりをつくり、共に考え、協働で⽣活課題の解決や住⺠と障が
い者の相互理解の促進に取り組んでいくことを⽬的に連絡会を開催し
ました。
今回は、社会福祉法⼈そてつ会の⽯場俊秋⽒を講師にお招きし、「地域
⽣活における権利擁護〜地域共⽣社会〜」と題して講演を
いただき、「権利擁護」をテーマにその⼈らしい地域⽣活について考え
ました。⾃⽴した地域⽣活において、年齢や障がいの有無等に関わらず、
誰もが様々なつながりを持ちながらお互いに尊厳を守り、助け合える
ことが⼤切であること、そして、専⾨職として積極的に発信していく
ことの⼤切さの認識を改めて深めました。
講演後は、障がい者の地域⽣活における課題について意⾒交換を⾏い
ながら、参加団体間の顔の⾒える関係づくりを図りました。
本連絡会を重ね、協働の地域づくりに取り組んでまいります。

曽於市障がい者⽀援連絡会 10 ⽉ 19 ⽇ そお⽣きいき健康センター

わかば会（上長江サロン）
代表　森山　和子

わかば会は平成 25 年よりスタートしました。
メンバーの平均年齢 86 歳です！
過疎、⾼齢化が進む中、住み慣れた地域、顔馴染
みのみんなでゲーム、脳トレ、体操他⾊々⽉１回
２時間程度楽しんでいます。そして、楽しんだ後
の茶飲みは最⾼です。
家庭菜園、情報交換（世間話し）と多種多様で⼀
⼈⼀⼈が主役。聞く⼈話す⼈と、みんなが「どげ
んかなっが。」と前向きで、いつまでもみんな元
気でサロンに参加していきたいと思っています。

＼皆が元気で来てくれたら十分！／
サロン

DE

いきいき
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6 ⽇「⾚い⽻根共同募⾦運動」
をテーマにラジオ出演しまし

た。共同募⾦は、地域で集め、地域の福祉
のために使われる募⾦です。今回は共同募
⾦の助成を受けて活動されている団体、

「あさひ会」の⼤村さんに活動の内容など
についてお話していただきました。

活動をされてきてどのようなことを

感じましたか？

定期的に集まる場があることで、孤⽴する⽅が減り、あさ

ひ会のみんなに⽣活の⽬標が⽣まれ、社会参加や活動への

意欲が⾼まっていると感じています。

明るい雰囲気の中で、活動ができており、利⽤者同⼠の交

流も多く、それぞれが主役として活動しています。

また今年も、共同募⾦の街頭募⾦活動に参加しましたが、

共同募⾦は多くの⽅々の「地域をよくしたい」という想い

が詰まっていると改めて感じました。

あさひ会(ミニデイ)では
どのようなことを
されているのですか？
毎週、健康体操、歌、脳トレ、レク
リエーション、季節に応じた制作
など⾏いながら、介護予防に努めて
います。
定期的に集まることで⾒守り活動と
しての役割も果たしています。

10 月から赤い羽根共同募金運動10月から赤い羽根共同募金運動
がはじまっています！がはじまっています！
■共同募金ってなに？

共同募⾦は、⾚い⽻根をシンボルに、「⾚い⽻根共同募⾦」
として、毎年 10 ⽉１⽇から翌年３⽉ 31 ⽇の期間、
全国で募⾦運動が⾏われています。
■共同募金は何に使われているの？

共同募⾦は、制度や⾏政の⼿が届かない「地域の困ったこと」のために使われます。
曽於市で募⾦をすると、曽於市の「困ったこと」に使われます。
誰もが住み慣れた地域で安⼼して暮らすことができるよう、さまざまな地域福祉の課題解決に取
り組む⺠間団体の活動費として助成されています。皆様のご協⼒をどうぞよろしくお願いします。

あさひ会

大村 幸子さん

SOOGoodFM で社協の情報を
発信させていただいています。
▶番組名｜しるしるそお市
▶社協出演枠｜偶数⽉第 1 ⽊曜⽇
       11：00 〜 12：00
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子ども食堂ってどんな場所？
⼦ども⾷堂は、地域で無料または安価で、おいしくて温かい⾷事が⾷べられ、また、団らん・
交流、居場所を提供するコミュニティの場です。

「⼦ども⾷堂」を通して、共⾷の機会、社会に隠れた貧困、⼦どもと⼤⼈たちの繋がりや地
域のコミュニケーション、⼦どもや保護者を含む地域の⽅々から発せられる SOS にいち早
く気づける取り組みとして、全国で広がっている社会活動です。
令和４年６⽉末現在で、⿅児島県内では 120 か所、曽於市内では 5 か所が活動しています。

曽於市社協は子ども食堂の活動を支援しています曽於市社協は子ども食堂の活動を支援しています
現在、市内では 3 団体が⼦ども⾷堂を運営しています。住⺠が通い、集い、地域におけるつなが
りづくり等の場を提供していましたが、新型コロナウイルス感染症の拡がりにより、集いの場と
しての活動を⾃粛している状況です。そのような中でもつながりを途切れさせないためにできる
ことをやろうと、お弁当の配布による活動を続けています。
今回、このような状況で経費的な負担も⼤きく
なっている⼦ども⾷堂の⽀援として、お弁当配布
に関わる資材と調味料をお配りしました。
これは、中央共同募⾦会からの寄付⾦を活⽤し
た事業による助成の決定を受け⾏ったもので、
助成は、ホーチキ（株）からの寄付が原資となっ
ています。地域福祉の推進において、地域で取
り組まれる活動への⽀援にも積極的に取り組ん
でまいります。

開設⽇ 曽於市内の⼦ども⾷堂の名称 場 所
第⼀⽇曜 曽於ふれあい⾷堂 川内団地 川内団地集会所
第三⽇曜 曽於ふれあい⾷堂 末吉 そお⽣きいき健康センター
第三⼟曜 曽於ふれあい⾷堂 ⼤隅 うどんの店ふくろう（⼤隅シオン舎）
第三⼟曜 まるこ⼦ども⾷堂 財部町北俣⽔ノ⼿
第三⽇曜 なないろ⼦ども⾷堂 末吉町新町⼀丁⽬

⼦ども⾷堂の特徴
  ⼿作りで温かい⾷事が無料または、安価で⾷べられる
  ⼦ども同⼠、親同⼠、多世代などの
  コミュニケーションが取れる
  ⼦どもだけでなく、保護者や地域住⺠
  誰でも利⽤できるところもある
  アットホームな雰囲気で、誰かと⼀緒に⾷事ができる
  孤⾷の解決       居場所ができる
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･ ⽣活費の使い⽅が⾃分でうまくできない。
・年⾦の受取りや電気代などの⽀払いが

⾃分で出来ない。

･ 福祉サービスを利⽤したいけど⼿続きが
わからない。

・どこにどんな施設があるのか、利⽤料などわからない。

・役所から書類が来たけど
何が書いてあるかわからない。

・郵便物をどうしたらよいか
わからず不安だ。

・預⾦通帳や印鑑の保管場所を
忘れがちになった。

・⼤切な年⾦証書や預⾦通帳は
信頼できるところに預けたい。

ご本⼈と社会福祉協議会との契約により
利⽤できます。 相談は無料。
利⽤⽀援員のお⼿伝いは有料。
1 回の訪問 ・⽀援につき 1,200 円です。 　　　
（⽣活保護受給者は無料）

をご利⽤ください！そんなときは

権 利 擁 護 センターより

主な⽀援内容
①福祉サービスの利⽤⼿続き
②⽇常⽣活のお⾦の出し⼊れ
③印鑑や証書などを安全な場所で保管

認知症や障がいなどにより、 判断能⼒に不安のある⽅が、 住み慣れた地域で安⼼した⽣活が
送れるように、 福祉サービスの利⽤に関する相談 ・ 助⾔、 ⼿続きや⽇常⽣活の⾦銭の⽀払
い等の⽀援を⾏うサービスです。

福祉サービス利⽤⽀援事業 利⽤⽀援員研修会 開催 6 ⽉ 27 ⽇

あなたやご家族、 知り合いの⽅の困りごと ・
⼼配ごとはありませんか︖

お気軽にお問い合わせください。
曽於市社会福祉協議会

権利擁護センター
〒 899-4101　⿅児島県曽於市財部町南俣 504番地 1

　（財部保健福祉センター内）
電話︓0986-72-0460

参加者の声（利⽤⽀援員 貴嶋 美代⼦さん）
⾃分で判断するのが難しい⽅々と接する中で、
⼈と⼈とがより良い関係を築くためには、
コミュニケーションが重要だと感じています。
研修で学んだことを活かし、これからも利⽤者
のふだんの暮らしに寄り添い、⼼の⽀援が
できるよう⼼がけていきたいです。

そお⽣きいき健康センターで NPO 法⼈福祉相談センターかけはし
代表の前⼭聡宏⽒より「権利擁護⽀援について考える〜対⼈援助者と
しての⽣活⽀援の在り⽅、権利擁護の必要性、成年後⾒⼈の活動状況
も含めて〜」と題し、ご講演いただきました。
今回の研修をとおして、コミュニケーション技法を⽤いて利⽤者の
⽅々と対話することの⼤切さについて、改めて学ぶことができました。
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＼私たちはこんなサポートができます／

このセンターは「⽣活困窮者⾃⽴⽀援法」に基づく相談窓⼝です

曽於市⽣活相談⽀援センターは、令和４年４⽉１⽇に曽於市から事業を受託しています。
⽣活相談⽀援センターは、⽣活の不安や悩みを抱えている⽅からの相談を受け⼀緒に考え、
解決に向けて⽀援を⾏う場所になります。
例えば、『働きたいけど⾃信がない、⾃分に合う仕事が何かわからない』など仕事の相談や

『家賃や公共料⾦が払えない』など⽣活の中で出てくる様々な悩みをどうしたらいいかを
⼀緒に考えていきます。
相談窓⼝ そお⽣きいき健康センター内 (曽於市末吉町⼆之⽅ 2342番地 2)
     ☎ 0986-57-1750
相談時間 ⽉曜⽇〜⾦曜⽇ ８時３０分から１７時１５分まで（⼟⽇、祝⽇、年末年始を除く）

⾃⽴相談⽀援事業
曽於市在住で⽣活の困りごとや不安を抱えている⽅の
相談を受けて、⽀援員がどのような⽀援が必要か⼀緒に考え、
具体的な⽀援計画を作成し寄り添いながら
⾃⽴に向けた⽀援を⾏います。

家計改善⽀援事業
家計の状況を「⾒える化」し、利⽤者の家計管
理の意欲を引き出す相談⽀援

就労準備⽀援事業
就労に向けた⽇常⽣活や社会⽣活、
就労の⾃⽴のための訓練

⼦どもの学習⽀援事業
⽣活保護世帯の⼦供を含む⽣活困窮者世帯の⼦
どもに対する学習⽀援や居場所づくり、養育に
関する保護者への助⾔

⼀時⽣活⽀援事業
住居がない⽅に対し、⼀定期間⾐⾷住
等の⽇常⽣活に必要な⽀援を提供

住居確保給付⾦事業
就職活動を⽀える家賃費⽤を
有期で給付

⾷糧⽀援
フードバンクそおと協定を締結して、
必要とする⽅に⾷糧⽀援
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心配ごと相談所開設について
⽇常⽣活のことで、お困りのことがありませんか？⼼配ごと相談員や社会福祉協議会職員が対応いたします。

11 ⽉ 24 ⽇ ( ⽊ )
9：30 〜 12：00

12 ⽉ 22 ⽇ ( ⽊ )
9：30 〜 12：00

１⽉ 26 ⽇ ( ⽊ )
9：30 〜 12：00

財部保健福祉センター 柳⽥ 相談員 鎌原 相談員 橋本 相談員

そお⽣きいき健康センター ⽵⽯ 相談員 吉⽥ 相談員 羽嶋 相談員

⼤隅弥五郎伝説の⾥ 佐伯 相談員 鍋⼭ 相談員 津曲 相談員

開催⽇時
会場

無料法律相談開設について
ひまわりの会による無料法律相談
○相談料：無料 ( 相談者からはいただいておりません )
※ 1 回につき相談時間は 30 分以内
○申込・受付⽅法：事前に予約が必要です。
○お問合せ先：
ひまわりの会 事務局 代表弁護⼠ ⼭⼝ 政幸
⿅児島市⼭下町 12 番 17 号 2 階
TEL：099-227-0041( 受付：平⽇ 9 時〜 17 時 )

藤尾法律事務所による無料法律相談
○相談料：無料 ( 相談者からはいただいておりません )
※ 1 回につき相談時間は 30 分以内
○申込・受付⽅法：先着順、事前電話予約可
○お問合せ先：
弁護⼠法⼈ ⼤隅広域ディフェンダー
藤尾法律事務所 末吉⽀所
曽於市末吉町本町 1-4-5  TEL：0986-51-9830

会場 相談⽇時

財部保健福祉センター 1 ⽉ 19 ⽇
(13 時から 16 時まで )

そお⽣きいき健康センター 2 ⽉ 16 ⽇
(13 時から 16 時まで )

⼤隅弥五郎伝説の⾥ 12 ⽉ 15 ⽇
(13 時から 16 時まで )

○相談⽇時及び会場

会場 相談⽇時

財部保健福祉センター
12 ⽉ 13 ⽇、1 ⽉ 10 ⽇、

2 ⽉ 14 ⽇
(13 時から 15 時まで )

⼤隅弥五郎伝説の⾥
12 ⽉ 20 ⽇、1 ⽉ 17 ⽇、

2 ⽉ 21 ⽇
(18 時から 20 時まで )

○相談⽇時及び会場

実習生より～社会福祉士を目指して～
実習では、社会福祉協議会が⾏う訪問同⾏や様々な会議、研
修などに参加させていただきました。ひとりの⼈を⽀援する
ために、幅広いネットワークを活⽤し、それぞれの持ち場の
プロフェッショナルが関わっていることを知り、どれが⽋け
ても⽀援は成り⽴たないということを実感しました。地域福
祉の担い⼿がいることで、地域に住む⼈々が、安⼼してその
⼈らしい⽣活ができていることを改めて感じています。
曽於市社会福祉協議会の理念「⼈と⼈とのつながりを⼤切に
地域と共に歩む」が共有され、使命感をもって⽇々の仕事に
向き合っている姿、⼈を尊重する姿勢に
接することができた 23 ⽇間は、感動の
連続でした。知識やスキルだけではない
対⼈援助のあり⽅を肌で感じることがで
きました。この体験は、これからの私の

「⼈としての姿勢」にも⼤きく影響する
ものになると確信しています。

実習⽣ 徳永　歩

概 要 曽於市社協のイメージ
キャラクターを募集します。

応募資格
曽於市在住の⽅
曽於市内に勤務・在学して
いる⽅

応募期間 2022/12/1( ⽊ ) 〜
2023/１/31(⽕)まで

副賞｜地域商品券２万円
詳細は曽於市社協
ホームページへ
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曽於市社会福祉協議会では、ご寄付を曽於市⺠の皆様の地域福祉
向上のために⼤切に使わせていただきます。
なお、本紙への掲載につきましては、ご本⼈の承諾を得てご希望
どおりに掲載しております。

たくさんの善意にたくさんの善意に
感謝いたします感謝いたします

9 ⽉上旬、こども園で 3 歳の⼥の⼦がバスに取り残され、熱中症で亡くなる事件があり
ました。昨年 7 ⽉にも同様の事件が起こっています。こうした事件を受けて対策が進め

られてきましたが、それでも悲劇は繰り返されてしまいました。またしても痛ましい事件が起きたことに、
⼦を持つ⽗として⼤変ショックを受けました。亡くなられたお⼦様の苦しみやご遺族の悲しみを思うと⾔
葉もありません。
昨年 7 ⽉の事件後の対策が浸透していなかったことになりますが、私たちがすべきことは、批判や叱責で
はなく、今回の事件の背景をしっかり分析して、再発防⽌のための具体策などを⽰し、サポートしていく
ことが⼤切ではないでしょうか。私たちの町にあるこども園などは、⼦どもたちの成⻑や命を守ることに
⽇々奮闘されています。そのような姿に優しい⽬や⼼を向けて、サポートなどができる⼈や社会でありた
いと思いました。⼗分な働き⼿の確保と待遇の改善が進み、⼦どもたちの成⻑と命を守れる保育が実現し、
同じような悲劇が繰り返されないことを切に願っています。   I・Y

⼀般寄付⾦品（敬称略）
（令和４年８⽉１⽇〜10⽉31⽇）

⾹典返し寄付⾦（敬称略）
（令和４年８⽉１⽇〜10⽉31⽇）

財 部 地 区
匿名  １件

⼤ 隅 地 区
岡別府 良 ⼦   新  原
中 内 よし⼦   あけぼの
永 野 ミ キ   神  掛
伊 勢 リツ⼦     渡
川 邉 和 ⽂   梶 ケ  野
吉 﨑 ⾸ ⼆   久 保 崎
⼭ 下 和 彦   神 牟 礼
中 島  隆    ⼆ 重 堀
丸 ⽥ 瑞 穂   あけぼの
市 来 憲 夫   ⼆ 重 堀
吉 ⽥ 憲 ⼀   ⼆ 重 堀
渡 邉 さなえ   ⽇ 之 出
伊地知 厚 仁   伊 屋 松
後 藤 サ チ   沖  上
⼤ 村 愛 ⼦   吉  井
匿名  ２件

末 吉 地 区
⼭ ⽥ 道 彦   上  麓
松ヶ野  登    ⾕  野
折 ⽥ 美 雪   ⼤  園
前 畑 邦 ⼦   菅  渡
落 合 幸 ⼦   通  ⼭
末 原 ヨウ⼦   国 原 ⻄
新 地 悦 ⼦   陣 之 ⼭
中 ⽥ 勝 ⼦   新 ⾼ 尾
齋 藤 多桐⼦   菅 渡 中
匿名  １件

財 部 地 区
⽊ 下  保    中  野
岩 崎  勉      ⻄正ヶ峯
須 下 和 ⼦

ご意見をお寄せください
曽於市社協情報紙
へのご意⾒窓⼝を
開設しています
ぜひご意⾒を
お寄せください。

地域福祉の情報をお届け！
社協公式SNS

公式 LINE Instagram 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

開
設
し
ま
し
た

曽於市社会福祉協議会は
税額控除対象法人の証明を
受けています。

本会への寄付( ⼀般寄付，⾹典返
し等) は、現⾏の所得控除制度に
加え、税額控除制度との選択が
可能です。
税額控除では、税率に関係なく
税額から税額控除額を直接差し
引きます。
⼩⼝の寄付にも減税効果が⼤き
く、所得控除と⽐較してほとん
どの場合、税額控除の⽅が減税
効果が⼤きくなります。
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